
あなたと市議会 第57号 2019.1.15

CONTENTS
…………………２～３12月定例議会の概要

……………………………………４～９一般質問
……10～12常任委員会・分科会審査報告 …………………18シリーズＹ８・議会の主な動き

…14～15Y８サミット創快横手市議会レポート
…16～17議会報告会レポート・議場へようこそ

………………………………13先進地から学ぶ

横手市議会だより

第
57 号

●
編
集
：
広
報
広
聴
委
員
会
 ●
発
行
：
横
手
市
議
会
 〒
013

－8
6
0
1
秋
田
県
横
手
市
中
央
町
８
番
２
号（
本
庁
舎
６
階
）
TEL.018

2
－3
2
－2
5
3
5　
E－m

ail gikai@
city.yokote.lg.jp U

R
L http

://w
w
w
.city.yokote.lg.jp/

議会の主な動き
議会の主な動き ワイエイト

18

月3

月6月9

月12月12 57NO．
平成31年1月15日号

定例会定例会

編 集 後 記

　昨年の議会報告会で「議会だよりが良くなってい
るね」という声が届き、とてもうれしく励みにつな
がっております。今年の干支は「イノシシ」。突進
する勢いで、議会がもっと身近に感じていただける
よう努力してまいります。（土田　百合子）

❖広報広聴委員会広報分科会❖
分 科 会 長　奥山　豊和　副分科会長　山形　健二
　 　 委 員　加藤　勝義　　 　 委 員　播磨　博一
　 　 委 員　髙𣘺　聖悟　　 　 委 員　土田百合子

新年あけましておめでとうございます

vol.3

増田中学校生徒会による挨拶運動の様子
（撮影：加藤　勝義）

表紙の写真

１日
５日
12日
15日
23日
24日
25日

広報広聴委員会広報分科会
正副委員長会議
広報広聴委員会広聴分科会
議会改革推進会議、議会報告会・意見交換会（～26日）
議会運営委員会、全員協議会
全員協議会（行政課題説明会）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会

10月

３日

５日
６日
10日
13日
14日

18日

19日
20日
21日
25日

議会運営委員会、広報広聴委員会広聴分科会
植田小学校６年生が議会を傍聴
議会改革推進会議
総務文教・産業建設・厚生常任委員会協議会
議会運営委員会
広報広聴委員会広報分科会
植田小学校「横手の未来を考えよう」ＦＭ収録

広報広聴委員会広報分科会、
福島県桑折町議会行政視察受け入れ
厚生常任委員会行政視察（～21日）
ＦＭ放送収録
広報広聴委員会広報分科会
広報広聴委員会広報分科会
市民と議会の懇談会（舘合地区つきの木会女性部）

12月

「横手市活性化プラン」の作成
に向け、横手市の現状や課題に
ついて学習している植田小６年
生。児童のみなさんと市議会議
員が横手市の未来について語り
合いました。

２日

５日

６日
８日

12日
13日

14日
15日
16日
20日

21日
26日
27日

29日

県南地域市議会議員研修会（湯沢市）

広報広聴委員会広報分科会行政視察（～６日）、
議会運営委員会行政視察（～７日）
浅舞小学校６年生が議場等を見学
秋田県市議会議長会議員研修会（秋田市）

大阪府大東市議会行政視察受け入れ
産業建設常任委員会協議会
厚生常任委員会協議会、Ｙ８サミット創快横手
市議会リハーサル、ＦＭ放送収録
全国市議会議長会研究フォーラム（栃木県宇都宮市）
全国過疎地域自立促進連盟総会（東京都）
議会改革推進会議、Ｙ８サミット創快横手市議会
正副委員長会議、議会運営委員会、
広報広聴委員会広報分科会、
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
広報広聴委員会広聴分科会、消防議員連盟研修会
秋田県市議会議長会臨時会、県知事との行政懇談会
市議会12月定例議会（～12月12日）、
タブレット端末活用推進会議
スマートインターチェンジ整備促進議員連盟、
広報広聴委員会広報分科会

11月

湯沢市、大仙市、仙北市、横手
市の市議会議員が一堂に会し、
「公共施設の最適化に向けた議
会としての関わり」について研
修会を開催しました。

県内の市議会議員が研修会を行
いました。大館市教育長　高橋
善之氏より「大館ふるさとキャ
リア教育」と題し、ご講演いた
だきました。

　私たち増田中学校では、生徒会テーマ「我
伝（がでん）」、自分の思いを他者に伝えるこ
とを軸に生徒会活動を行ってきました。
　まず、全校生徒を対象に「創快アンケート」
を行いました。生徒会テーマに関する項目は
もちろん、Ｙ８サミットで出た「創快宣言の
原点に戻る活動」の案を基に、いじめに関す
る項目をつくりました。その結果から、より
よい学校生活を送るためのヒントを探し出
し、その後の活動につなげることができまし
た。
　また、Ｙ８サミット創快横手市議会でも報
告させていただきましたが、県の生涯学習講
座「スマートカレッジ」で、本校の生徒が講
師となって増田の蔵を案内しました。蔵の説
明とあわせて、蔵という伝統文化に対する思
いや郷土愛も伝えることができました。
　今後も増田中の伝統を守り、よりよい学校
を創るために新しい風を吹き込み、挑戦する
気持ちをもって学校生活を送っていきたいと
思っています。

増田中学校生徒会執行部

増田中学校生徒会執行部の皆さん

我伝～広がる 繋がる 僕らの思い
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12月定例議会の概要12月定例議会の概要

賛否が分かれた議案と審議結果
● この他の議案は全員賛成により可決されました。
○：賛成　●：反対　※齋藤光司議長は採決に加わりません。

案
　
件
　
名

会
派
・
議
員
名

横
手
公
園
ス
キ
ー
場
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
内
容
の

横
手
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
条
例

道
路
の
拡
幅
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に
つ
い
て
の
陳
情

福
祉
灯
油
の
実
施
に
つ
い
て
の
陳
情

議　決　結　果 否　決 採　択 不採択

表決数
賛　成 5 22 4

反　対 19 2 20

新風の会

青山　　豊 ● ○ ●
加藤　勝義 ● ○ ●
奥山　豊和 ● ○ ●
佐藤　誠洋 ● ○ ●
髙𣘺　聖悟 ● ○ ●
木村　清貴 ● ○ ●

市民の会

山形　健二 ● ○ ○
大日向香輝 ○ ○ ○
菅原亀代嗣 ● ● ●
菅原　正志 ● ○ ●
齋藤　光司 － － －
菅原　惠悦 ● ○ ●

さきがけ

寿松木　孝 ● ○ ●
播磨　博一 ○ ○ ●
塩田　　勉 ● ○ ●
佐々木喜一 ○ ○ ●

新 政 会

遠藤　忠裕 ● ○ ●
小野　正伸 ● ○ ●
佐藤　清春 ○ ○ ●
佐藤　忠久 ○ ● ●

日 本
共 産 党

鈴木　勝雄 ● ○ ○
立身万千子 ● ○ ○

公 明 党 土田百合子 ● ○ ●
み ら い 髙橋　和樹 ● ○ ●
新 緑 会 本間　利博 ● ○ ●

●陳情の審査結果●

採 択
陳情５件が審査され、次のような結果になりました。（敬称略）

○道路の拡幅とガードレール設置について
（台所町町内会　会長　月澤　貞男）

○安全・安心の医療・介護の実現と夜勤改善と大幅増
員を国に求めることについて
（秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　渋谷　一）
○全国を適用地域とした看護師の特定最賃の新設を国
に求めることについて
（秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　渋谷　一）
○75歳以上の後期高齢者医療自己負担を２割にしな
いことを国に求めることについて
（秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　淳　外１名）

不 採 択
○福祉灯油の実施について
（横手生活と健康を守る会　会長　平塚　美佐子）

12
月
定
例
議
会
は
、
11
月
27
日
か
ら
12
月
12
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
民
生
活
に
密
着
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
議
案
審
査
の
中
か
ら
、
特
に
注
目
す
る
内
容
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

否決否決
横
手
ス
キ
ー
場
廃
止
案
に
疑
問

議
論
が
尽
く
さ
れ
て
い
な
い

　
昨
年
７
月
の
大

雨
に
よ
り
斜
面
が

崩
落
し
、
ゲ
レ
ン

デ
と
リ
フ
ト
が
被

災
す
る
な
ど
営
業

休
止
と
な
っ
て
い
る
横
手
公
園
ス
キ
ー

場
。
再
開
に
は
、
二
次
災
害
を
防
ぐ
た

め
敷
地
全
体
の
調
査
が
必
要
で
、
復
旧

工
事
に
は
多
額
の
費
用
と
時
間
を
要
し
、

横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
（
Ｆ
Ｍ
計

画
）
に
お
い
て
３
年
後
の
廃
止
予
定
と

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
判

断
し
、
前
倒
し
に
よ
り
今
年
度
で
廃
止

す
る
こ
と
と
し
た
い
。●

ス
ポ
ー
ツ
関
係

団
体
等
の
意
見
を

聴
取
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
広
く
市

民
に
対
し
説
明
し

理
解
を
求
め
る
努
力
を
し
た
の
か
？

●
再
開
に
か
か
る
費
用
と
、
土
地
を
返

却
す
る
た
め
に
必
要
な
原
状
復
旧
費
用

に
つ
い
て
の
コ
ス
ト
比
較
は
？

●
天
下
森
ス
キ
ー
場
へ
集
約
す
る
に
あ

た
り
、
混
雑
緩
和
等
の
対
応
と
、
代
替

案
と
す
る
赤
坂
総
合
公
園
（
仮
称
）
ス

ノ
ー
パ
ー
ク
の
具
体
的
構
想
は
？

　
本
間
利
博
議
員

よ
り
反
対
の
立
場

で
、「
Ｆ
Ｍ
計
画

の
意
義
や
趣
旨
に

は
賛
同
し
て
お
り
、

市
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
計
画
の
推

進
を
図
る
こ
と
を
議
会
は
指
摘
し
て
い

る
。
個
別
計
画
の
実
施
に
あ
た
り
、
市

民
生
活
に
直
接
影
響
す
る
こ
と
を
考
慮

し
、
丁
寧
に
説
明
し
市
民
の
意
見
を
伺

い
な
が
ら
理
解
を
得
て
い
く
プ
ロ
セ
ス

が
必
要
で
、
市
民
不
在
の
計
画
と
な
っ

て
は
な
ら
な
い
。

　
３
年
前
倒
し
で
の
廃
止
提
案
は
、
地

域
住
民
や
利
用
者
に
対
し
て
根
拠
と
経

緯
の
説
明
が
不
足
し
、
十
分
な
理
解
が

得
ら
れ
て
い
な
い
。
市
の
ス
キ
ー
場
統

廃
合
の
た
め
に
、
施
設
の
検
討
や
準
備

も
行
わ
れ
な
い
ま
ま
廃
止
だ
け
を
先
行

さ
せ
る
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
す
る

市
の
姿
勢
に
そ
ぐ
わ
ず
市
民
の
不
信
を

募
ら
せ
る
こ
と
に
繋
が
る
」
と
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、賛
成
５
、反
対
19
（
欠

員
１
、
議
長
除
く
）
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
奥
山
　
豊
和
）

 
横
手
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

提案理由
議案審査の
ポイントは
ここ！

議会の
意思は？

　よこて農業創生大学事業は、農業者の所得向上と担い手の確保、
育成を目的に、横手市が地方創生交付金などを活用しながら、計
画も含め約12億円の巨額の公費を投じて研修施設や栽培実証ハ
ウス、６次産業化支援施設などの整備に取り組んでいる事業であ
る。
　日本一の複合農業産地を目指す横手市にとって、施策の核とな
る重要な事業であり、内外からの関心も高い事業であるが、今定
例会に上程された、旧大雄中学校跡地で整備を進めている横手市
園芸振興拠点センターの設置条例の審議において、来年４月の施
設稼働後の運営方法について、次の内容について準備不足の懸念
を払拭するには至らない点があった。
　１点目は、６次産業化支援施設において、施設として営業許可
が取れる見込みが立っていないという点である。６次産業化への
トライアル施設という位置付けであるならば、個人での営業許可
を持たない人が初めて加工に取り組もうとした際、試作品の市場
での評価を掴むため、施設として販売が可能なようにする必要が
あるのではないか。法的なものを含めて課題があるとの事だった
が、農業者が６次産業化に手応えを感じるためには必要な条件で
あると考える。
　２点目は、園芸振興拠点センターの稼働により期待できる具体
的な戦略やその取り組みの構想が乏しいと感じたことである。農
業産出額日本一を目指すための具体的な手段、手法を含めたアク
ションプランを早急に示す必要があると考える。
　以上のことから、議案第100号「横手市園芸振興拠点センター
設置条例」の可決にあたり、以下の事項について取り組むことを
求めるものである。
　１．６次産業化支援施設における加工品を施設として販売でき

るように、営業許可の取得の手法について調査研究すること。
　２．農業産出額日本一を目指すためのアクションプランは、農

林部・商工観光部の連携がきちんと見えるような素案をでき
るだけ早期に示し、議会のほか関係団体等との意見交換を十
分に行って策定すること。

　　　以上、決議する。
平成30年12月12日　　　　横 手 市 議 会　

議案第100号「横手市園芸振興拠点センター設置条例」に
対する附帯決議

可決可決
「
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学
事
業
」

〜
横
手
市

　

 

園
芸
振
興
拠
点
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
に
附
帯
決
議
〜

　委員会や本会議で議
案を議決する際に、そ
の案件につけられる意
見又は要望の決議のこ
と。法律上の効果は伴
わない。

附帯決議とは？

　山形健二議員は、12月４日の一般質問において、市に
対して行う契約に関し、議員の発言は対外的な影響力を持
つと受けとられる恐れがある発言をしました。また、自ら
の例を引合いに出し質問したことは、自己の利益につなが
る質問と誤解される恐れがあり、これらの発言は、横手市
議会議員政治倫理条例第３条に抵触する疑いがあると認め
られるとして、12月10日に10名の議員から議長に対し
審査請求書が提出され、翌12月11日付で政治倫理審査
会が設置されました。

横手市議会議員政治倫理審査会を設置

■教育委員会委員の任命
　任期満了となる加賀谷長吉氏の再任に同意しました。
■行政組織条例の一部改正
　平成31年４月より、市役所組織が一部変更となります。
　●「総務部」と「総合政策部」を「総務企画部」と「財務部」
に再編。

　●「市民生活部」と「健康福祉部」を「市民福祉部」に統合。
　●「まちづくり推進部」所属の「スポーツ振興課」と「生
涯学習課」を「教育委員会」へ移管。

■消防団設置条例等の一部改正
　現在８地域に分かれている消防団が、平成31年４月よ
り一つに統合されます。

会議資料と審議結果はこちら
からご覧いただけます
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一 般 質 問 一 般 質 問

人
・
企
業
を
成
長
さ
せ
る
複
合
施
設
を
め
ざ
し
た
い

ＡＱ
図
書
館
の
移
転
で「
に
ぎ
わ
い
」が
創
出
で
き
る
の
か

●
横
手
駅
東
口
市
街
地
再
開
発
事
業
に

つ
い
て

問 

９
月
議
会
の
一
般
質
問
の
答
弁
で
、

「
議
会
の
意
見
を
聞
き
、市
民
の
皆
様
に

は
説
明
を
重
ね
て
い
き
た
い
」
と
話
し

て
い
る
が
、
３
カ
月
経
過
し
た
現
在
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

ま
ち
づ
く
り
研
究
会
で
は
、
権
利

者
の
意
向
が
固
ま
り
つ
つ
あ
り
、
施
設

規
模
や
配
置
案
の
精
査
が
進
ん
で
い
る

よ
う
だ
。
年
内
に
は
検
討
状
況
を
会
員

の
皆
様
に
報
告
し
、
来
年
度
の
準
備
組

合
設
立
に
向
け
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
ま
た
、「
横
手
駅
前
ま
ち
づ
く
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
、
駅
前

に
必
要
な
施
設
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

問 

こ
の
事
業
の
構
想
も
、
市
の
考
え

る
公
益
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
も
「
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」
が
大
前
提
だ
。
駅
前

の
一
等
地
を
活
用
し
て
可
能
な
「
に
ぎ

わ
い
の
創
出
」と
は
何
な
の
か
。ま
た
、

未
だ
に
見
え
て
こ
な
い
公
益
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
伺
う
。
　

答 

「
に
ぎ
わ
い
」
と
は
人
が
集
い
、

人
が
交
流
し
、
情
報
や
モ
ノ
が
流
通
す

る
こ
と
に
よ
り
経
済
的
に
も
社
会
的
に

も
活
性
化
が
図
ら
れ
て
い
る
状
態
だ
。

民
間
事
業
者
が
整
備
す
る
施
設
と
相
乗

り
効
果
を
も
た
ら
す
公
益
施
設
の
整
備

を
目
指
す
。
候
補
と
し
て
、
図
書
館
機

能
を
核
と
し
た
複
合
施
設
を
検
討
し
て

お
り
、「
人
・
企
業
を
成
長
さ
せ
る
施

設
・
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
定
め
、

市
民
の
皆
様
が
成
長
す
る
機
会
を
得
ら

れ
る
複
合
施
設
と
し
た
い
。

担
い
手
と
な
る
人
材
の
確
保
が
課
題

Ａ

立

　身

　万
千
子
議
員

Ｑ
市
民
共
同
の
ま
ち
で
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

問 

人
口
減
少
克
服
の
た
め
の
地
方
創

生
事
業
の
中
間
総
括
を
問
う
。

答 

移
住
定
住
世
帯
は
平
成
29
年
度
末

で
目
標
の
約
２
倍
の
33
世
帯
、
新
規
就

農
者
数
で
は
１
５
０
人
の
目
標
に
対
し
、

同
年
度
末
で
１
２
４
名
と
な
っ
て
い
る
。

婚
姻
数
や
出
生
数
に
つ
い
て
は
減
少
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
。

問 

共
助
組
織
等
、
市
民
参
加
の
先
進

例
に
学
び
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、

総
務
省
に
よ
る
集
落
支
援
員
や
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
再
度
提
案
す
る
。

答 

集
落
支
援
員
制
度
は
、
地
域
の
実

情
に
詳
し
く
、
課
題
解
決
に
関
し
て
知

見
の
あ
る
人
材
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
必
要
と
さ
れ
る
施
策
に
つ
な
げ

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域
活
性

化
に
貢
献
す
る
。
集
落
の
意
向
も
確
認

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
地
域
お
こ

し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
、
設
置
要
綱
な

ど
を
検
討
中
で
あ
り
、
来
年
度
に
は
体

制
を
整
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

問 

各
地
区
会
議
単
位
で
人
口
の
１
％

増
を
目
指
す
こ
と
を
提
案
す
る
。
そ
の

た
め
に
公
民
館
や
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

に
市
職
員
を
配
置
し
、
住
民
の
活
動
支

援
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
局
を
強
化
充

実
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

地
区
住
民
や
移
住
者
支
援
の
一
助

と
し
て
、
地
区
会
議
や
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
の
活
動
が
あ
る
。
地
区
会
議
に
お

け
る
職
員
地
区
担
当
制
度
の
も
と
、
職

員
が
行
政
と
地
域
の
橋
渡
し
役
と
な
る

よ
う
に
地
域
活
動
に
関
わ
る
こ
と
を
促

進
す
る
。
地
域
局
の
職
員
を
増
員
配
置

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

適
正
な
職
員
配
置
を
目
指
し
て
対
応
す
る

ＡＱ
保
健
師
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
配
置
不
足
の
懸
念
は
な
い
か

●
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て

問 

市
内
の
一
部
地
域
で
は
、
す
で
に

高
齢
化
率
40
％
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
等
の
支
援
に
つ
い

て
も
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
今
後
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
や
、

専
門
職
の
社
会
福
祉
士
・
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
・
保
健
師
等
の
配
置
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答 

介
護
保
険
に
お
け
る
総
合
事
業
や

認
知
症
施
策
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
保

健
師
を
含
め
た
専
門
職
の
業
務
量
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
適
正
な
職
員

配
置
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を

と
っ
て
い
く
。

問 

地
域
局
は
、
市
民
に
と
っ
て
最
も

身
近
な
存
在
で
、相
談
窓
口
で
も
あ
り
、

防
災
の
視
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
人
員
削
減
は
避
け
る
べ
き
だ
が
、

そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答 

引
き
続
き
８
つ
の
地
域
庁
舎
を
設

置
す
る
が
、
将
来
的
に
経
営
資
源
が
厳

し
く
な
る
こ
と
か
ら
、
本
庁
、
地
域
局

に
関
わ
ら
ず
、
事
業
の
見
直
し
や
職
員

数
の
さ
ら
な
る
縮
減
は
避
け
ら
れ
な
い
。

●
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
つ
い
て

問 

外
国
語
教
育
の
拡
大
や
国
際
化
が

進
む
中
で
異
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
た
め
、
当
市
で
も
中
学
生
の
海
外

派
遣
事
業
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

答 

教
育
委
員
会
で
は
、
現
在
検
討
の

段
階
に
は
な
い
が
、
今
後
の
外
国
語
教

育
の
充
実
、
人
材
や
機
会
の
有
効
活
用

を
図
り
な
が
ら
当
市
の
海
外
交
流
の
進

展
も
見
極
め
つ
つ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

の
育
成
に
つ
な
げ
る
。

髙

　橋

　和

　樹
議
員

土

　田

　百
合
子
議
員

駐車場の狭さが課題となって
いる築34年の横手図書館

共助組織「八王寺三区結いの会」
による雪よせ作業

十分な専門職員の配置が望まれる
地域包括支援センター

ココが聞きたい！
一般質問11人の議員が聞いた!!

　議員がすべての質問項目を演壇で
一括して質問し、その後、市長や教
育長が演壇でその質問項目すべてに
一括して答弁をします。
　再質問は、議員は質問席で行い、
市長側は自席で答えます。

一括質問一括答弁方式

ＱＲコードを読み取ると、録画を
ご覧いただけます。

　議員は質問席で質問
項目ごとに順番に質問
し、市長側は自席で答
えます。

一問一答方式

　12月３～５日は一般質問が行われ、11人の議員が市民の皆さんの生活に
かかわる行政全般について質問をしました。
　一般質問には、一括質問一括答弁方式と一問一答方式の質問方法があり、
議員はどちらかを選んで質問を行っています。
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一 般 質 問 一 般 質 問

地
域
へ
の
説
明
が
足
り
な
か
っ
た

Ａ
本
庁
の
人
数
を
減
ら
せ
ば
前
に
進
め
な
く
な
る

Ａ

本

　間

　利

　博
議
員

Ｑ
横
手
公
園
ス
キ
ー
場
廃
止
の
説
明
は
丁
寧
に
行
っ
た
の
か

Ｑ
地
域
局
を
縮
小
す
る
の
で
は
な
く
権
限
を
持
た
せ
る
べ
き
だ

問 

横
手
市
財
産
経
営
推
進
計
画
を
進

め
る
べ
き
だ
が
、
個
別
の
案
件
は
丁
寧

な
説
明
が
必
要
だ
。
横
手
公
園
ス
キ
ー

場
の
廃
止
が
３
年
前
倒
し
で
提
案
さ
れ

た
が
、
地
区
住
民
や
利
用
者
に
ど
の
よ

う
に
説
明
を
行
っ
て
き
た
の
か
伺
う
。

答 

昨
年
の
大
雨
で
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
復
旧
に
は
相
当
な
費
用
と
時
間
が

か
か
る
た
め
断
念
せ
ざ
る
を
え
な
い
も

の
で
あ
る
。
地
域
へ
の
説
明
が
足
り
な

か
っ
た
。
　

問 

今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
横
手
市
の
ス

キ
ー
場
を
天
下
森
ス
キ
ー
場
に
統
合
す

る
予
定
と
し
て
い
る
が
、
混
雑
が
予
想

さ
れ
る
中
で
ス
キ
ー
場
の
一
本
化
に
向

け
た
準
備
の
検
討
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

ス
キ
ー
授
業
の
日
程
調
整
を
行
い

な
が
ら
、
荷
物
置
き
場
を
確
保
す
る
等

混
雑
緩
和
の
た
め
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
赤
坂
総
合
公
園
内
に
モ
デ

ル
的
に
そ
り
遊
び
等
で
楽
し
め
る
ス
ノ

ー
パ
ー
ク
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

問 

「
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学
校
」
を

予
定
し
て
い
る
が
、
横
手
市
の
農
業
振

興
の
た
め
に
は
若
い
人
が
学
べ
る
専
修

学
校
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
伺
う
。

答 

農
業
者
の
所
得
向
上
と
担
い
手
の

確
保
育
成
を
目
的
に
、
実
践
的
な
研
修

と
講
習
に
特
化
し
た
内
容
で
あ
る
た
め
、

専
修
学
校
化
等
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問 
６
次
産
業
化
支
援
は
産
学
官
が
連

携
し
て
支
援
す
る
組
織
が
必
要
と
考
え

る
が
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

加
工
技
術
や
商
品
化
の
へ
の
指
導

助
言
を
行
い
支
援
し
て
い
く
。
今
後
、

関
係
団
体
と
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

問 

組
織
機
構
再
編
の
第
一
案
と
し
て

地
域
局
を
廃
止
す
る
方
向
性
が
唐
突
に

示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
市
政
運

営
は
現
場
を
軽
ん
じ
て
い
る
の
で
は
。

答 

市
の
将
来
を
考
え
た
時
、
職
員
数

の
削
減
は
本
庁
も
地
域
局
も
同
様
。
全

体
的
な
組
織
の
縮
減
を
図
ろ
う
と
し
た

も
の
で
あ
り
、
現
場
を
軽
ん
じ
て
い
る

印
象
を
与
え
た
の
だ
と
す
れ
ば
残
念
。

問 

地
域
の
特
性
を
生
か
し
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
、
本
庁

と
地
域
局
に
お
け
る
人
員
配
置
や
予
算

と
権
限
の
在
り
方
を
ど
う
考
え
る
か
。

答 

「
地
域
局
」
や
「
本
庁
」
の
視
点

で
組
織
や
予
算
、
権
限
を
判
断
す
る
も

の
で
は
な
い
。
地
域
性
だ
け
に
捉
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
市
民
全
体
で
意
見
を
出

し
合
い
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
。

問 

今
後
本
庁
舎
建
設
を
想
定
せ
ず
、

地
域
局
庁
舎
を
立
て
替
え
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、
本
庁
を
ス
リ
ム
化
し
地
域
局

の
予
算
と
権
限
を
手
厚
く
す
る
べ
き
だ
。

答 

市
全
体
と
し
て
物
事
を
進
め
、
国

や
県
に
対
し
て
の
業
務
を
担
う
本
庁
の

人
数
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
は
、
前
に

進
め
な
い
横
手
市
を
作
っ
て
し
ま
う
。

問 

「
地
方
分
権
」
を
進
め
、
本
庁
は

対
外
的
・
全
市
的
な
こ
と
に
特
化
す
べ

き
だ
。
地
域
局
に
権
限
と
財
源
を
移
譲

す
る
こ
と
が
、
地
域
の
独
自
性
を
活
か

す
「
均
衡
あ
る
発
展
」
だ
と
思
う
が
。

答 

地
域
の
独
自
性
は
今
後
も
あ
る
。

例
え
ば
、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
は
そ
の
地

域
だ
け
で
特
化
し
て
取
り
組
め
ば
い
い

と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
今
後
も
本
庁

と
地
域
局
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
い
く
。

次
年
度
に
向
け
周
知
、
相
談
し
て
い
く

Ａ

菅

　原

　正

　志
議
員

Ｑ
地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
が
有
効
に
使
わ
れ
て
い
な
い
の
で
は

●
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

問 

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
事
業
評
価

に
つ
い
て
、
前
年
度
と
の
比
較
や
他
施

設
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
数
値
化

し
て
評
価
し
て
は
ど
う
か
。

答 

提
案
を
受
け
、
ど
う
い
う
評
価
が

有
効
か
検
討
を
重
ね
て
い
く
。

問 

活
動
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
、
ブ
ロ

ッ
ク
ご
と
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
し
て
は
ど
う
か
。

答 

全
体
の
職
員
配
置
バ
ラ
ン
ス
を
み

な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の

検
討
も
含
め
慎
重
に
検
討
す
る
。

問 

地
域
づ
く
り
活
動
補
助
金
が
有
効

に
使
わ
れ
て
い
な
い
。
柔
軟
に
利
用
さ

れ
る
仕
組
み
に
で
き
な
い
か
。

答 

申
請
割
合
は
47
・
１
％
と
低
い
状

況
だ
。
次
年
度
以
降
は
、
補
助
金
の
周

知
、
申
請
の
相
談
に
乗
る
な
ど
し
、
補

助
金
交
付
要
綱
も
あ
る
の
で
申
請
方
法

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

●
非
常
勤
職
員
の
処
遇
に
つ
い
て

問 

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
生
む
懸

念
は
な
い
の
か
。

答 

来
年
度
か
ら
の
報
酬
の
引
き
上
げ

に
向
け
て
現
在
作
業
中
で
あ
る
。

問 

２
０
２
０
年
度
か
ら
の
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
へ
の
市
の
取
り
組
み
は
。

答 

国
や
他
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し
、

県
に
合
わ
せ
、
来
年
９
月
の
条
例
案
上

程
を
考
え
検
討
し
て
い
く
。

●
公
平
委
員
会
に
つ
い
て

問 

し
っ
か
り
と
機
能
し
て
い
る
の
か
。

答 

正
規
・
非
常
勤
を
問
わ
ず
、
職
務

に
専
念
で
き
る
よ
う
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
策
定
す
る

ＡＱ
し
っ
か
り
と
し
た
災
害
ご
み
処
理
計
画
が
必
要
で
は
な
い
か

問 

昨
年
７
月
の
豪
雨
の
際
に
大
森
地

域
を
中
心
に
大
量
の
災
害
ご
み
が
発
生

し
、そ
の
処
理
に
市
民
を
は
じ
め
、市
、

関
係
事
業
者
な
ど
多
く
の
方
々
の
ご
苦

労
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
現
在
、

市
で
は
「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」
を

策
定
中
の
よ
う
だ
が
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

災
害
廃
棄
物
の
発
生
に
備
え
、
30

カ
所
ほ
ど
を
仮
置
き
場
と
し
、
災
害
時

に
は
そ
の
中
か
ら
選
定
す
る
。
分
別
に

つ
い
て
は
５
種
類
か
ら
８
種
類
を
想
定

し
て
い
る
。
便
乗
ご
み
対
策
に
つ
い
て

は
、
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
ご
み
を
周
知

す
る
ほ
か
、
搬
入
許
可
証
を
発
行
し
、

被
災
者
以
外
か
ら
搬
入
で
き
な
い
仕
組

み
を
検
討
す
る
。

問 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
て
市

民
か
ら
災
害
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
う

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

答 

映
像
に
よ
り
、
リ
ア
ル
に
現
場
の

状
況
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
皆
様
か
ら
情
報
提
供
を
い
た
だ

く
方
法
に
つ
い
て
探
っ
て
い
く
。

問 

農
地
の
荒
廃
が
地
域
の
衰
退
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
、
未
復
旧
農
地
の
対

応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

国
の
補
助
事
業
対
象
箇
所
に
つ
い

て
は
、
来
春
の
作
付
け
ま
で
の
完
了
を

目
指
し
発
注
し
て
い
く
。
入
札
不
調
な

ど
で
遅
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
31
年

度
中
に
は
完
了
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

市
単
独
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
年

度
に
予
算
化
を
見
込
ん
で
お
り
、
被
災

農
家
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応
と
情
報

提
供
に
努
め
て
い
く
。

奥

　山

　豊

　和
議
員

播

　磨

　博

　一
議
員

建て替えの想定をしていない駐車場
が手狭な築30年の本庁舎

横手公園スキー場での授業の様子
（平成29年度　横手北小学校）

十文字西交流センターまつりの
様子

仮置き場に搬入された災害ごみ
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一 般 質 問 一 般 質 問

来
年
度
に
は
体
制
を
整
え
導
入
し
た
い

Ａ
追
加
配
分
を
受
け
昨
年
を
上
回
る
予
定
だ

Ａ

山

　形

　健

　二
議
員

Ｑ
地
域
お
こ
し
協
力
隊
検
討
の
そ
の
後
は

Ｑ
園
芸
作
物
等
産
地
交
付
金
の
か
さ
上
げ
を

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

問 

前
回
の
一
般
質
問
で
も
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
な
ぜ
導
入
し
な
い
か
質
問

し
、「
国
の
動
向
も
注
視
し
て
検
討
を
進

め
る
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
検
討
の
そ

の
後
を
伺
う
。

答 

現
在
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置

要
綱
や
受
け
入
れ
の
手
引
な
ど
の
検
討

を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
は
体
制
を

整
え
ら
れ
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

制
度
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
が

求
め
る
人
材
と
隊
員
と
し
て
活
動
を
希

望
す
る
方
々
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
重
要

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
、
県

内
外
に
お
け
る
先
進
的
な
事
例
に
つ
い

て
情
報
収
集
し
な
が
ら
、
導
入
す
べ
き

事
業
や
優
秀
な
人
材
の
確
保
に
向
け
検

討
を
進
め
て
い
く
。

問 

来
年
度
に
は
体
制
を
整
え
る
と
い

う
こ
と
だ
が
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
を
任
せ
る

の
か
。
考
え
を
伺
う
。

答 

年
明
け
に
は
政
策
決
定
を
し
な
が

ら
体
制
を
整
え
、
新
年
度
か
ら
制
度
を

導
入
し
て
い
き
た
い
。

　
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

く
か
は
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
。
全
庁
で

ア
イ
デ
ア
を
募
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

●

新
電
力
の
導
入
に
よ
る
公
共
施
設
の

経
費
削
減
に
つ
い
て

●

消
防
団
員
の
報
酬
に
つ
い
て

問 

農
業
振
興
施
策
等
の
対
策
に
つ
い

て
、
農
家
所
得
向
上
に
は
転
作
作
物
の

拡
大
に
よ
る
収
益
性
の
高
い
園
芸
作
物

の
推
進
が
必
要
だ
。
第
一
に
産
地
交
付

金
へ
の
か
さ
上
げ
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
と
こ
れ
ま
で
も
提
案
し
て
き
て
い
る

が
、
検
討
し
て
き
た
結
果
は
。

答 

平
成
30
年
度
の
経
営
所
得
安
定
対

策
に
お
け
る
産
地
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

10
月
に
追
加
配
分
を
受
け
、
29
年
度
を

上
回
る
予
定
だ
。
交
付
対
象
作
物
を
重

点
20
品
目
に
限
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

産
地
づ
く
り
へ
重
点
化
し
た
支
援
が
出

来
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問 

土
壌
改
良
に
対
す
る
市
の
支
援
は
。

答 

有
機
質
肥
料
の
投
入
が
栽
培
に
大

き
く
影
響
す
る
の
で
、
支
援
強
化
を
検

討
す
る
。
　

問 

Ｊ
Ａ
分
析
セ
ン
タ
ー
へ
の
市
の
対

応
策
に
つ
い
て
。

答 

園
芸
振
興
推
進
会
議
で
現
在
検
討

し
て
い
る
。
健
全
な
土
づ
く
り
と
施
肥

コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
、
土
壌
診
断
と

肥
培
管
理
に
よ
る
農
産
品
の
品
質
向
上

等
に
結
び
付
け
た
い
。

問 

30
年
産
米
が
減
収
し
た
こ
と
に
対

す
る
市
の
対
策
は
。

答 

概
算
払
い
に
加
え
追
加
払
い
も
実

施
さ
れ
て
い
る
た
め
、
昨
年
度
並
み
の

収
入
が
得
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問 

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
た
め
の
施

設
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

公
共
施
設
の
受
動
喫
煙
防
止
対
策

に
つ
い
て
、
利
用
す
る
市
民
の
皆
様
へ

の
配
慮
等
を
考
慮
し
協
議
し
て
い
る
。

意
向
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
取
り
組
む

Ａ

青

　山

　
　
　豊
議
員

Ｑ
実
験
農
場
研
修
修
了
生
の
受
け
皿
構
築
を
！

●
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学
事
業
に
つ
い
て

問 

Ｊ
Ａ
秋
田
ふ
る
さ
と
と
の
「
園
芸

作
物
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
」
の
具

体
的
取
り
組
み
の
中
で
、
就
農
支
援
に

よ
る
人
材
育
成
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の

か
伺
う
。

答 

「
園
芸
を
経
営
の
柱
と
す
る
農
業

者
の
育
成
」
と
「
就
農
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
」
を
重
点
項
目
と
位
置
付
け
進

め
る
。
Ｊ
Ａ
や
県
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
新
規
就
農
者
を
は
じ
め
と
し
た
農

業
後
継
者
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問 

実
験
農
場
の
研
修
期
間
の
２
年
は

短
い
と
思
う
。
修
了
生
に
対
す
る
受
け

皿
の
構
築
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答 

今
年
中
に
農
業
法
人
等
の
意
向
調

査
を
し
た
い
。そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

取
り
組
ん
で
い
く
。

●
自
主
財
源
に
つ
い
て

問 
各
施
設
の
維
持
管
理
や
整
備
等
の

市
民
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
自

主
財
源
確
保
の
取
り
組
み
を
今
以
上
に

全
庁
挙
げ
て
や
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答 

自
主
財
源
の
確
保
は
、
地
方
交
付

税
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
持
続

可
能
な
市
政
運
営
の
た
め
に
も
重
要
課

題
と
捉
え
て
い
る
。
各
課
所
で
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
継
続
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

問 

す
で
に
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
や
、

検
討
中
の
も
の
、
さ
ら
に
は
全
国
の
事

例
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
庁
内
で
共

有
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

非
常
に
有
効
な
策
だ
と
認
識
し
た
。

や
る
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い
。

図
書
館
を
核
と
し
た
複
合
施
設
を
検
討
し
た
い

ＡＱ
横
手
駅
東
口
再
開
発
の
公
共
施
設
は

●
財
産
経
営
推
進
計
画
に
つ
い
て

問 

個
別
施
設
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答 

公
営
住
宅
、
学
校
に
つ
い
て
個
別

施
設
計
画
の
策
定
を
完
了
し
て
い
る
が
、

そ
の
他
の
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
０
年
度
ま
で
の
策
定
を
目
指
す
。

●
横
手
駅
東
口
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

問 

公
共
施
設
と
し
て
庁
舎
・
公
営
住

宅
・
市
民
プ
ー
ル
な
ど
を
建
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答 

駅
前
は
、
公
共
交
通
を
利
用
す
る

方
が
多
い
こ
と
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
を
参
考
に
、
人

が
集
い
、
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
施
設

と
し
て
、
市
民
の
皆
様
が
成
長
す
る
機

会
を
得
ら
れ
る
、
図
書
館
機
能
を
核
と

し
た
複
合
施
設
を
検
討
し
た
い
。

問 

ど
の
よ
う
な
図
書
館
を
建
設
し
た

い
の
か
。

答 

本
来
の
機
能
に
加
え
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
気
軽
に

立
ち
寄
れ
る
よ
う
な
機
能
、
開
放
型
の

機
能
を
設
置
で
き
な
い
か
、
検
討
を
進

め
て
い
る
。

●
ア
リ
ー
ナ
等
の
広
域
連
携
に
つ
い
て

問 

県
南
自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
つ

い
て
伺
う
。

答 

公
共
施
設
に
お
け
る
広
域
連
携
に

つ
い
て
は
、
建
物
の
有
無
だ
け
で
は
な

く
、
規
模
や
機
能
な
ど
に
着
目
し
た
役

割
分
担
と
い
う
観
点
も
取
り
入
れ
な
が

ら
検
討
す
る
。
ま
た
、
観
光
等
を
中
心

に
、
目
的
に
応
じ
た
事
業
連
携
を
行
っ

て
き
た
が
、
広
域
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
・
向
上
と
い
う
視
点
か
ら
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

鈴

　木

　勝

　雄
議
員

菅

　原

　亀
代
嗣
議
員

農業振興のため さらなる対策を

就農につながる手厚い支援が
望まれる

地域局機能と図書館、消防署が一体
となった複合施設　平鹿新庁舎

総務省の地域おこし協力隊ＰＲポスター
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◆
横
手
市
園
芸
振
興
拠
点
セ
ン
タ
ー
設
置

条
例
（
よ
こ
て
農
業
創
生
大
学
事
業
）

問 

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
農
場
に
す
る
た
め
土

の
天
地
返
し
を
し
た
が
、
土
壌
の
状
況
に

支
障
は
な
い
か
。

答 

土
壌
の
栄
養
が
低
く
、
改
良
が
必
要

だ
。
県
立
大
学
の
指
導
を
仰
ぎ
、
安
価
な

形
で
進
め
て
い
く
。

問 

６
次
産
業
化
を
進
め
る
上
で
販
売
の

営
業
許
可
を
持
た
な
い
施
設
で
、
ど
う
や

っ
て
市
場
の
反
応
を
探
っ
て
い
く
の
か
。

元
々
営
業
許
可
を
持
っ
て
い
る
人
だ
け
の

開
発
施
設
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答 

将
来
的
な
利
用
者
の
営
業
許
可
取
得

に
つ
い
て
は
、
視
野
に
入
れ
て
い
な
い
わ

け
で
は
な
い
。

　
委
員
か
ら
賛
成
の
立
場
で
、「
条
例
そ
の

も
の
は
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
だ
が
、
営

業
許
可
取
得
に
努
力
し
、
あ
わ
せ
て
、
ア

※

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
早
急
に
示
し
て
欲
し

い
」
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

し
た
。

　
本
案
可
決
後
、
委
員
か
ら
「
６
次
産
業

化
支
援
施
設
で
の
営
業
許
可
取
得
の
手
法

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
」
及
び

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
素
案
を
早
期
に
示

し
、
議
会
や
関
係
機
関
と
の
意
見
交
換
を

十
分
に
行
い
策
定
す
る
こ
と
」
の
２
項
目

を
求
め
る
附
帯
決
議
（
案
）
が
提
出
さ
れ

た
。

　
附
帯
決
議
（
案
）
に
つ
い
て
、
起
立
採

決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り
附
帯
決
議

を
付
す
こ
と
に
決
定
し
た
。

◆
横
手
市
地
域
種
苗
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

問 

実
験
農
場
に
地
方
創
生
先
行
型
交
付

金
で
設
置
し
た
研
修
棟
な
ど
は
、
当
初
の

設
置
目
的
か
ら
変
更
は
生
じ
る
の
か
。

答 

引
き
続
き
研
修
施
設
と
し
て
機
能
す

る
た
め
、
設
置
目
的
は
変
わ
ら
な
い
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り

原
案
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◆
天
下
森
ふ
れ
あ
い
農
園
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

問 

天
下
森
振
興
公
社
は
、
狙
半
内
エ
リ

ア
の
複
数
施
設
を
管
理
し
て
い
る
。
一
括

し
て
指
定
す
る
と
い
う
検
討
を
し
た
こ
と

は
あ
る
の
か
。

答 

こ
れ
ま
で
は
な
い
。
今
後
課
題
を
整

理
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

◆
横
手
市
国
産
材
需
要
開
発
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
側
の
副
市
長

が
社
長
を
務
め
て
い
る
と
い
う
の
は
社
会

的
に
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
と
思
う
。
市

が
目
的
と
し
て
い
る
事
業
を
き
ち
ん
と
実

施
で
き
る
人
が
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

◆
道
路
の
拡
幅
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
に

つ
い
て
の
陳
情

　
現
場
を
視
察
し
、
危
険
な
箇
所
だ
と
い

う
こ
と
は
わ
か
っ
た
。
今
年
度
、
検
討
し

て
い
る
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
設
置
や
公
文
書
館

の
計
画
も
あ
り
、
長
期
的
な
視
点
で
考
え

る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に
よ
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

（
菅
原
　
正
志
）

◆
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

問 

学
童
保
育
施
設
が
増
え
て
い
る
の
に

対
し
支
援
員
が
不
足
す
る
状
況
が
続
い
て

い
る
が
、
今
後
に
向
け
た
対
処
は
。

答 

全
国
の
自
治
体
で
は
、
支
援
員
の
配

置
基
準
を
見
直
す
よ
う
国
へ
要
望
し
て
お

り
、
12
月
中
に
国
の
方
針
が
決
ま
る
。
市

で
は
そ
の
後
具
体
的
に
検
討
す
る
予
定
だ
。

◆
横
手
市
大
森
町
生
き
が
い
創
作
館
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問 
施
設
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。
利
用

者
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
は
、
ど
の
よ
う
な
声

が
あ
る
の
か
。

答 

年
間
２
３
０
０
人
ほ
ど
の
利
用
が
あ

る
。
陶
芸
教
室
や
料
理
教
室
、
木
工
教
室

等
利
用
者
に
人
気
が
あ
り
、
皆
さ
ん
が
熱

心
に
学
ん
で
い
る
。

◆
横
手
市
山
内
ほ
っ
と
パ
レ
ス
「
ゆ
う
ら

く
館
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問 

非
常
に
安
い
入
浴
料
だ
が
経
営
的
に

大
丈
夫
な
の
か
。

答 

山
内
地
域
外
の
方
も
含
め
、
年
間
９

千
人
か
ら
１
万
人
ほ
ど
の
利
用
者
が
い
る
。

高
齢
者
福
祉
の
た
め
の
入
浴
サ
ー
ビ
ス
と

い
う
位
置
付
け
で
安
い
料
金
を
設
定
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
業
務
を
考
慮
し
て
指

定
管
理
料
を
算
出
し
て
い
る
。

◆
横
手
市
立
県
南
愛
児
園
「
ド
リ
ー
ム
ハ

ウ
ス
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

問 

子
ど
も
た
ち
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
点
が
非
常
に
難
し
い
と
聞
い
て
い
た
が

ど
う
か
。

答 

国
が
示
す
社
会
的
養
護
の
方
向
性
で

は
、
家
庭
的
な
環
境
で
子
ど
も
た
ち
を
育

て
て
い
く
と
い
う
方
向
だ
。
愛
児
園
の
中

で
も
仕
切
り
を
す
る
な
ど
配
慮
を
し
て
い

る
が
、
ま
だ
十
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
状

況
で
あ
る
。

◆
横
手
市
サ
ン
ハ
イ
ム
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

問 

行
政
と
指
定
管
理
者
と
の
打
ち
合
わ

せ
は
し
っ
か
り
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答 

市
の
母
子
自
立
支
援
員
が
年
に
一
度

入
所
者
と
面
談
し
て
い
る
。
指
定
管
理
者

と
も
施
設
の
不
具
合
箇
所
な
ど
も
含
め
て

随
時
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
　

◆
安
全・安
心
の
医
療・介
護
の
実
現
と
、

夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
国
に
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
の
陳
情

　
委
員
よ
り
賛
成
の
立
場
で
、「
人
手
不
足

に
よ
り
現
場
に
負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と

い
う
現
実
は
深
刻
で
あ
り
、
そ
れ
を
改
善

せ
ず
に
放
置
す
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
患

者
、
利
用
者
に
も
負
担
を
か
け
る
こ
と
に

な
る
」
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◆
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
自
己
負

担
を
２
割
に
し
な
い
こ
と
を
国
に
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
の
陳
情

　
委
員
よ
り
賛
成
の
立
場
で
、「
年
金
は

ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て
お
り
、
老
後
破
産
と

い
っ
た
言
葉
も
出
て
き
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
時
に
医
療
の
保
障
が
無
け
れ
ば
医
療

機
関
の
受
診
が
阻
害
さ
れ
、
結
局
は
手
遅

れ
に
な
り
医
療
費
も
か
え
っ
て
膨
大
に
な

る
と
い
う
結
果
に
つ
な
が
る
。
せ
め
て
今

ま
で
ど
お
り
と
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と

だ
」
と
の
討
論
が
あ
っ
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
全
員
賛
成
に
よ
り

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。
　

（
髙
橋
　
和
樹
）
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委員会審査報告 委員会審査報告
産業建設常任委員会 厚生常任委員会

横手市議会ホームページ産業建設常任委員会の
ページがご覧いただけます

指定管理案件
すべて可決

横手市園芸振興拠点センター
設置条例を可決し、附帯決議案

クリーンプラザよこてを視察
よこて農業創生大学事業狐塚エリア（旧大雄中学校）に
建設中の６次産業化支援施設

横手市議会ホームページ厚生常任委員会の
ページがご覧いただけます

髙 橋 和 樹・青 山 　 豊・山 形 健 二・寿松木　孝・立身万千子・木 村 清 貴・小 野 正 伸・佐 藤 清 春厚生常任委員菅 原 正 志・本 間 利 博・奥 山 豊 和・播 磨 博 一・鈴 木 勝 雄・菅原亀代嗣・佐 藤 誠 洋・佐 藤 忠 久産業建設常任委員

学童保育での生活の様子（げんキッズよこてきた）道路拡幅等の陳情箇所を視察（旧鳳中学校北側）

※アクションプラン…目的を遂げるための戦略、基本方針、実施する具体的な行動内容を示した
計画のこと。



あなたと市議会 第57号 2019.1.15 あなたと市議会 第57号 2019.1.15

◆
横
手
公
園
ス
キ
ー
場
を
廃
止
し
よ
う
と

す
る
横
手
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問 

昨
年
の
大
雨
災
害
を
受
け
、
３
年
後

に
廃
止
す
る
計
画
を
前
倒
し
し
て
廃
止
し

よ
う
と
す
る
一
番
の
理
由
は
何
か
。

答 

斜
面
へ
の
湧
水
が
確
認
さ
れ
、
利
用

者
の
安
全
を
確
保
で
き
な
い
こ
と
。ま
た
、

緑
地
休
養
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
大
谷
地
山

荘
が
老
朽
化
に
よ
り
腐
食
し
、
安
全
を
確

保
で
き
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

問 
市
民
に
丁
寧
に
説
明
し
、
納
得
し
て

も
ら
う
努
力
を
し
た
の
か
。

答 

３
年
後
の
廃
止
に
つ
い
て
は
横
手
市

財
産
推
進
計
画
（
Ｆ
Ｍ
計
画
）
策
定
に
よ

り
一
般
的
に
周
知
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
た
。
今
回
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、

ス
キ
ー
団
体
、
学
校
関
係
者
へ
の
説
明
を

優
先
し
一
般
市
民
へ
の
説
明
は
行
っ
て
い

な
い
。

　
委
員
よ
り
、「
議
会
報
告
会
で
の
意
見

を
含
め
存
続
し
て
欲
し
い
と
い
う
地
域
の

要
望
を
聞
く
に
つ
け
、
市
民
と
の
コ
ン
セ

ン
サ
ス
が
取
れ
て
い
な
い
印
象
を
受
け
た
。

廃
止
す
る
に
し
て
も
一
度
仕
切
り
直
し
を

し
て
、
時
間
を
か
け
て
市
民
に
納
得
い
た

だ
け
る
よ
う
な
対
応
を
希
望
し
反
対
す

る
」
と
す
る
反
対
討
論
と
、「
横
手
公
園

ス
キ
ー
場
の
廃
止
が
早
急
で
あ
る
と
い
う

意
見
は
も
っ
と
も
で
は
あ
る
が
、
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
の
手
段
、
時
間
を
考
え
る

と
非
常
に
難
し
い
と
考
え
る
。
行
政
は
前

向
き
に
進
め
る
の
が
基
本
で
あ
り
、
当
局

に
丁
寧
な
説
明
を
お
願
い
し
賛
成
す
る
」

と
す
る
賛
成
討
論
が
あ
っ
た
。

　
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り

否
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

◆
横
手
市
行
政
組
織
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

問 

生
涯
学
習
課
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
が

教
育
委
員
会
に
移
管
と
な
る
が
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
部
で
取
り
組
ん
だ
こ
れ
ま
で
の

施
策
の
評
価
と
今
後
の
位
置
付
け
を
ど
う

考
え
る
か
。

答 

生
涯
学
習
課
に
つ
い
て
は
、
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
、

導
入
の
部
分
に
つ
い
て
は
成
果
が
あ
っ
た
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
つ
い
て
も
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
、
市
内
外
と

の
交
流
促
進
等
、
各
部
局
と
の
連
携
の
下

地
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
る
。
２
課
が
教

育
委
員
会
に
戻
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
で

あ
っ
た
事
務
手
続
き
の
煩
雑
さ
を
解
消
し
、

小
中
学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
の
連
携

な
ど
両
課
の
根
底
に
あ
る
目
的
を
実
現
す

る
た
め
、
今
一
度
原
点
に
立
ち
返
っ
て
力

を
注
い
で
い
き
た
い
。

◆
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

問 

ふ
る
さ
と
納
税
Ｐ
Ｒ
事
業
に
お
け
る

返
礼
率
に
つ
い
て
、
総
務
省
の
指
導
に
よ

り
見
直
す
こ
と
の
影
響
は
。

答 

お
米
や
リ
ン
ゴ
な
ど
の
農
産
物
が
大

変
喜
ば
れ
て
い
る
が
、
大
半
が
返
礼
率
30

％
を
超
え
る
状
況
に
あ
り
、
30
％
以
下
の

物
は
数
品
目
し
か
な
か
っ
た
。
率
を
下
げ

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
方

も
多
く
、
横
手
産
品
の
良
さ
を
口
コ
ミ
等

で
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
影
響
は
少
な

い
も
の
と
考
え
て
い
る
。（

菅
原
　
惠
悦
）
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委員会審査報告先進地から学ぶ
総務文教常任委員会

横手市議会ホームページ総務文教常任委員会の
ページがご覧いただけます

斜面が崩落した横手公園スキー場（９月10日視察）

菅 原 惠 悦・加 藤 勝 義・大日向香輝・髙 𣘺 聖 悟・塩 田 　 勉・佐々木喜一・遠 藤 忠 裕・土田百合子総務文教常任委員

横手公園スキー場廃止
条例改正案　否決

⬅ 十文字中学校⬅ 十文字中学校

設置条例が可決した十文字地域統合小学校の広大な
建設予定地（十五野地区）

広報広聴委員会広報分科会

議
会
広
報
の
さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
て

11
月
5
日
　
埼
玉
県
戸
田
市

11
月
6
日
　
千
葉
県
柏
市
・
埼
玉
県
志
木
市

　
議
会
活
動
を
広
く
市
民
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
、
い
か
に
し
て
目
に
止
ま

る
議
会
だ
よ
り
に
し
て
い
く
か
と
い
う

切
実
な
想
い
が
、
多
様
な
取
り
組
み
の

原
動
力
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
各
議
会
の
興
味
深
い
取
り
組
み
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
分
か
り

や
す
い
表
現
に
、
市
民
と
双
方
向
の
紙

面
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。
広
報

広
聴
の
充
実
を
突
き
詰
め
て
い
く
こ
と

は
す
な
わ
ち
、
議
会
改
革
そ
の
も
の
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

（
奥
山
　
豊
和
）

　
こ
れ
ま
で
の
紙
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

経
緯
や
紙
面
づ
く
り
の
工
夫
点
、
編
集

体
制
や
議
員
の
役
割
分
担
、
議
会
内
で

の
位
置
づ
け
等
、
議
会
広
報
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　
市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
手
段
の
一

つ
で
あ
る
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
に

つ
い
て
は
、
読
み
手
の
立
場
に
立
っ
た

紙
面
づ
く
り
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
も

の
の
、
継
続
的
な
モ
ニ
タ
ー
の
確
保
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　
議
会
だ
よ
り
の
配
布
方
法
に
つ
い
て

は
、
人
口
増
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
低
い

自
治
会
の
加
入
率
が
共
通
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
聞
折
込
の

他
、
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
よ
う
に
公
共

施
設
や
人
が
多
く
行
き
交
う
場
所
に
置

く
な
ど
、多
様
な
手
段
を
用
い
て
い
る
。

視
察
を
終
え
て

ポイント
■戸田市議会　市のシティセール
スのターゲットが子育て世代であ
ることから、表紙の写真は子ども
中心。各常任委員会がテーマに
沿って行った活動成果を報告。
■柏市議会　編集作業を外部委
託。議会で話題になった案件を１
つピックアップし、文章中心では
なく写真やイラストを多用するこ
とで、民間の発想による「読み見
せる」市議会だよりにシフト。
■志木市議会　表紙の写真は、議
会中話題になったテーマに出来る
だけ沿う題材を議員自らが撮影。

議会運営委員会

議
会
の
通
年
制
と
政
策
提
言
に
つ
い
て

11
月
5
日
　
神
奈
川
県
厚
木
市

11
月
6
日
　
福
島
県
会
津
若
松
市

11
月
７
日
　
福
島
県
福
島
市

　
通
年
議
会
導
入
の
検
討
を
す
る
場
合

は
、
議
会
内
だ
け
で
な
く
、
市
長
部
局

の
合
意
が
必
要
で
あ
り
、
時
間
を
か
け

た
協
議
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

　
ま
た
、
議
会
は
市
民
と
結
び
つ
き
、

市
民
の
意
見
を
後
ろ
盾
に
し
た
活
動
を

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
策
提
言
は
揺

る
が
な
い
も
の
に
な
る
と
い
う
こ
と
に

も
気
づ
か
さ
れ
た
。

　
今
回
の
視
察
は
大
変
参
考
に
な
り
、

今
後
の
議
会
運
営
に
生
か
し
て
い
き
た

い
。

（
遠
藤
　
忠
裕
）

　
厚
木
市
議
会
で
は
、
通
年
会
期
導
入

に
つ
い
て
視
察
。
平
成
23
年
10
月
に
、

議
長
か
ら
議
会
運
営
委
員
会
に
通
年
議

会
の
実
施
に
つ
い
て
諮
問
が
な
さ
れ
、

検
討
を
重
ね
た
結
果
、
平
成
27
年
１
月

か
ら
通
年
会
期
制
を
導
入
し
て
い
た
。

　
会
津
若
松
市
議
会
で
は
、
政
策
形
成

サ
イ
ク
ル
、
政
策
討
論
会
、
議
員
間
討

議
を
視
察
。
市
民
の
意
見
を
元
に
課
題

を
発
見
し
、
政
策
提
言
へ
と
つ
な
げ
て

い
た
。
ま
た
、
議
員
間
討
議
に
よ
り
議

会
内
の
合
意
点
が
明
確
に
な
っ
て
い
た
。

　
福
島
市
議
会
で
は
、
通
年
会
期
の
導

入
、
市
長
等
へ
の
政
策
提
言
を
視
察
。

平
成
26
年
８
月
か
ら
議
員
の
任
期
に
合

わ
せ
た
通
年
会
期
を
導
入
。
委
員
会
所

管
事
務
調
査
で
発
見
し
た
課
題
を
元
に
、

積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
た
。

視
察
を
終
え
て

ポイント
■厚木市議会　通年会期の導入に
あたっては、制度導入によって考
えられる影響や課題などを市長部
局と時間をかけて協議していた。
■会津若松市議会　政策討論会の
調査課題は、「市民との意見交換
会」で出された意見を整理し、そ
こから問題を発見して課題を設定
していた。
■福島市議会　各常任委員会では
１つのテーマについて約１年かけ
て調査を行い、市長等への政策提
言書をまとめ報告していた。
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Ｙ８サミット創快横手市議会Ｙ８サミット創快横手市議会

報告の後、議員７名より質問が　ありました。詳しくは動画で

創快

Ｙ８サミット創快横手市議会

佐々木晟人

寺田倭子

関　凌星大石結子

小川雅弘 菅原楓太 笹山日菜子

菅原梨瑚 柏谷眞之介

増 田 中

横手清陵
学院中

十文字中

　　　　　　　　　自分も相手も快
　　　い気持ちになる「あいさつ
マスター」と、１日のスタートを
元気よく切ることができる、朝の
「挨拶運動」をしています！！

学級ごとに
「あい」実

現宣言を設
定し、

意識の向上
に努めまし

た !!

生活委員
会の｢Mr

＆Miss 十
中｣が｢あ

い｣ 宣言を
広めるため

に活動しま
した！！

清陵よりよいキズナpro
ject と創快宣言に基づ
く実践活動として、クラ
スメートの良いところや
頑張りをふせんに書いて
貼り、みんなで認め合う
「Praise tree（プレイ
ズ・ツリー）」を大きく
育てています！！

勝田涼介
小原拓夢

佐藤蒼太

和賀絢子

Contents
報告
第１号

　　　　
　　　　

認め合い
では、１

人ひとり
の

良いとこ
ろを貼っ

た「ふわ
ふわの木

」を育て
て

います !
! 感謝では

、「１日
５回

のありが
とう」「

今日のキ
ラリ

を発表」
「全員ハ

イタッチ
」を

月替わり
で実施し

てい

ます！！

横手南
中

Let‘s ギロン！！

横手明峰中

MHRとはMeiho Heartwarming Rerationship クラスや学年の壁をこえた一人一人のつながりをより強いものにするため、MHRdays1年生から３年生までを縦割りにしたバディークラス毎に中学校区の三小学校と雄物川高校での挨拶運動をしています！！

横手北中

大坂美聡 髙𣘺勇晴 加賀谷麻衣

太田春香 丹波楓子 菅原　零

師岡里佳 大島光春桜 藤田真理子

あやめグリーティングを意識して、
地域の小学校と連携してあいさつ運
動を実施しました！！

あ 相手より先に大きな声で
や 優しい笑顔で
め 目と目を合わせて

平 鹿 中

全校生徒で自分達の課題について議論
する「北中熟議」を通して、「人任せ」
解消のため、横のつながりを充実させ
て、「北中宣言」の策定を目指します！！

みなさ
ん

こんに
ちは

　各校より、いじめ等を学校からなくし、快適な学
校生活の創造を目指した「横手市中学校創快宣言」
に基づくこれまでの取り組みが報告されました。

11月16日、中学生による議会を開催
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議会報告会・意見交換会報告

浅
舞
小
学
校

６
年
生
の
み
な
さ
ん

　
11
月
６
日（
火
）、
６
年
生
45
名

が
議
場
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

■
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想
や
意
見

●

議
場
は
緊
張
感
が
あ
っ
た
。

●

市
民
と
市
議
会
と
市
長
が
一
緒
に
、

　
よ
り
良
い
横
手
市
に
し
て
い
る
こ

と
に
興
味
を
持
っ
た
。

●

学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
を
つ
け

て
ほ
し
い
。

■
も
し
も
議
員
に
な
っ
た
ら

　し
て
み
た
い
こ
と
は
？

●

市
内
に
大
学
を
建
て
て
、
学
力

を
上
げ
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。

●

勉
強
し
や
す
い
学
校
の
環
境
を

整
え
る
方
法
を
聞
い
て
み
た
い
。

植
田
小
学
校

６
年
生
の
み
な
さ
ん

　
12
月
３
日（
月
）、
６
年
生
９

名
が
12
月
定
例
議
会
一
般
質
問
を

傍
聴
し
ま
し
た
。

■
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
の
感
想

●

議
会
の
第
一
印
象
は
こ
わ
い
と

思
っ
た
け
ど
、
身
の
回
り
の
ほ

と
ん
ど
は
、
こ
こ
の
話
し
合
い

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
た
。

●

少
子
高
齢
化
の
話
を
聞
い
て
、学

校
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
地
域
に

元
気
を
届
け
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

も
大
切
な
活
動
だ
と
い
う
こ
と
に

気
付
い
た
。

●

人
口
を
増
や
す
た
め
に
自
分
の
ふ

る
さ
と
に
貢
献
し
て
、横
手
に
ふ
さ

わ
し
い
人
に
な
り
た
い
。

　優先順位や建設業の人手不足の問題
もあるが、反応が欲しいということは
住民の方から見れば当然の話だ。
　緊急性のあるものは、地元からどん
どん声を上げてください。

　ボランティアではやれないということか
ら、補助金に合わせた収入を得るために共助
組合でもできる仕組みを作るべきだと言って
きた。地元のための共助組織がよそに行って
活動してくれというのはおかしいことだ。

　地域づくりやにぎわいは、数字にで
きるものとできないものがある。仕事
がある人も本庁まで行かなくてはいけ
ない。行政的なやり方でいかがなもの
かと思っている。

　温泉施設は地域活性化や地元雇
用などの効果があった。
　議会でも判断が分かれたが、赤
字施設だということで譲渡するこ
とになってしまった。

　行政の避難指示は万全ではな
い。こういう時にどう対応すべき
なのか、地域の皆さんと共有して
いく必要性を感じている。

10 月 16日　山内公民館（２班） 10月 22日　平鹿生涯学習センター（４班）

10月 15日　金沢孔城館（１班）

議会報告会・意見交換会報告

次回も絶対参加します !!

地域の方達の
意見も聴けて
よかった！

　水路の改修を地域局にお願いしても、予
算が無いと言われる。何年も前からお願い
をしているのに反応がない。昔に比べて地
域局の対応が遅くなったと感じる。

　高齢者の雪おろし事業で、共助組織は業者
登録はできるが、地元での作業は有償ボラン
ティア扱いとなり、補助対象にならない。
　出稼ぎして自己資金を稼いで来いというよ
うなもの。見直しを求めたい。

グルー
プ形式

でたく
さん意

見が言
えた！

　地域づくり活動補助金の申請は、書類
が多くて大変だった。さらに指定日に本
庁に出向いてプレゼンをした。その時言
われたのが費用対効果ということ。伝統
芸能や伝統技術は無形の財産であり地元
の宝。人を育てるのに費用対効果と言わ
れると太刀打ちできない。ちょっとハー
ドルが高く地域が委縮している。市民目
線に立って優しい行政であって欲しい。

意見交換の時間が多くとれてよかった

　市民の財産である市営温泉施設は、そ
れぞれの地域が必要と判断して建てたも
のなのに、簡単に民間に譲渡してしまっ
たのは、行政の責任放棄だと思う。

10 月 19日　福地地区交流センター（３班）

　議会だよりを女性として興味深く読んだ。
視察報告のページに議員のコメントが載って
いる。女性が市政に関心がないと言われるが、
こういうことを発端に興味を持ち、議員と市
民の距離が縮まると思う。

　議会だよりは手作りで、中身の一
言一句、文章も自分達で考えてやっ
ている。引き続き分かりやすい紙面
づくりを心掛けていきたい。

　自助、共助、公助のうち、市は防災
マップを配付したので自分で逃げろと
いうのは自助。共助が大切だ。地域で
話し合えというのは簡単だが、誰が音
頭をとっていくのか。

　資格はあっても辞めてしまう人が
多いようだ。介護系の学校で資格を
取る人は多く、本来であれば足りる
はずだが、実際就職しても環境的に
厳しく離職するようだ。

　福祉施設の介護職員が少ないと聞く。
　賃金が少ないからということだが非常に不
安に感じる。母も施設に入るのに難儀した。
　市は何か対策をとっているのだろうか。

若い人や女性の多くの人にも参加してほしいなぁ

議会報告会・意見交換会

しゃべってみだ
意見交換会

まんずい
がったど

かだってみだ　議会報告会 　10月15日から26日までの間、市内24会場にのべ
512人の市民の皆様におこしいただきました。
　皆さんからいただいた意見は、これからの委員会活動
に生かしていきます。ここでは一部を抜粋してお知らせ
します。くわしくはホームページをご覧ください。



あなたと市議会 第57号 2019.1.15

CONTENTS
…………………２～３12月定例議会の概要

……………………………………４～９一般質問
……10～12常任委員会・分科会審査報告 …………………18シリーズＹ８・議会の主な動き

…14～15Y８サミット創快横手市議会レポート
…16～17議会報告会レポート・議場へようこそ

………………………………13先進地から学ぶ

横手市議会だより

第
57 号

●
編
集
：
広
報
広
聴
委
員
会
 ●
発
行
：
横
手
市
議
会
 〒
013

－8
6
0
1
秋
田
県
横
手
市
中
央
町
８
番
２
号（
本
庁
舎
６
階
）
TEL.018

2
－3
2
－2
5
3
5　
E－m

ail gikai@
city.yokote.lg.jp U

R
L http

://w
w
w
.city.yokote.lg.jp/

議会の主な動き
議会の主な動き ワイエイト
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平成31年1月15日号

定例会定例会

編 集 後 記

　昨年の議会報告会で「議会だよりが良くなってい
るね」という声が届き、とてもうれしく励みにつな
がっております。今年の干支は「イノシシ」。突進
する勢いで、議会がもっと身近に感じていただける
よう努力してまいります。（土田　百合子）

❖広報広聴委員会広報分科会❖
分 科 会 長　奥山　豊和　副分科会長　山形　健二
　 　 委 員　加藤　勝義　　 　 委 員　播磨　博一
　 　 委 員　髙𣘺　聖悟　　 　 委 員　土田百合子

新年あけましておめでとうございます

vol.3

増田中学校生徒会による挨拶運動の様子
（撮影：加藤　勝義）

表紙の写真

１日
５日
12日
15日
23日
24日
25日

広報広聴委員会広報分科会
正副委員長会議
広報広聴委員会広聴分科会
議会改革推進会議、議会報告会・意見交換会（～26日）
議会運営委員会、全員協議会
全員協議会（行政課題説明会）
秋田県後期高齢者医療広域連合議会

10月

３日

５日
６日
10日
13日
14日

18日

19日
20日
21日
25日

議会運営委員会、広報広聴委員会広聴分科会
植田小学校６年生が議会を傍聴
議会改革推進会議
総務文教・産業建設・厚生常任委員会協議会
議会運営委員会
広報広聴委員会広報分科会
植田小学校「横手の未来を考えよう」ＦＭ収録

広報広聴委員会広報分科会、
福島県桑折町議会行政視察受け入れ
厚生常任委員会行政視察（～21日）
ＦＭ放送収録
広報広聴委員会広報分科会
広報広聴委員会広報分科会
市民と議会の懇談会（舘合地区つきの木会女性部）

12月

「横手市活性化プラン」の作成
に向け、横手市の現状や課題に
ついて学習している植田小６年
生。児童のみなさんと市議会議
員が横手市の未来について語り
合いました。

２日

５日

６日
８日

12日
13日

14日
15日
16日
20日

21日
26日
27日

29日

県南地域市議会議員研修会（湯沢市）

広報広聴委員会広報分科会行政視察（～６日）、
議会運営委員会行政視察（～７日）
浅舞小学校６年生が議場等を見学
秋田県市議会議長会議員研修会（秋田市）

大阪府大東市議会行政視察受け入れ
産業建設常任委員会協議会
厚生常任委員会協議会、Ｙ８サミット創快横手
市議会リハーサル、ＦＭ放送収録
全国市議会議長会研究フォーラム（栃木県宇都宮市）
全国過疎地域自立促進連盟総会（東京都）
議会改革推進会議、Ｙ８サミット創快横手市議会
正副委員長会議、議会運営委員会、
広報広聴委員会広報分科会、
全員協議会（議案説明会、行政課題説明会）
広報広聴委員会広聴分科会、消防議員連盟研修会
秋田県市議会議長会臨時会、県知事との行政懇談会
市議会12月定例議会（～12月12日）、
タブレット端末活用推進会議
スマートインターチェンジ整備促進議員連盟、
広報広聴委員会広報分科会

11月

湯沢市、大仙市、仙北市、横手
市の市議会議員が一堂に会し、
「公共施設の最適化に向けた議
会としての関わり」について研
修会を開催しました。

県内の市議会議員が研修会を行
いました。大館市教育長　高橋
善之氏より「大館ふるさとキャ
リア教育」と題し、ご講演いた
だきました。

　私たち増田中学校では、生徒会テーマ「我
伝（がでん）」、自分の思いを他者に伝えるこ
とを軸に生徒会活動を行ってきました。
　まず、全校生徒を対象に「創快アンケート」
を行いました。生徒会テーマに関する項目は
もちろん、Ｙ８サミットで出た「創快宣言の
原点に戻る活動」の案を基に、いじめに関す
る項目をつくりました。その結果から、より
よい学校生活を送るためのヒントを探し出
し、その後の活動につなげることができまし
た。
　また、Ｙ８サミット創快横手市議会でも報
告させていただきましたが、県の生涯学習講
座「スマートカレッジ」で、本校の生徒が講
師となって増田の蔵を案内しました。蔵の説
明とあわせて、蔵という伝統文化に対する思
いや郷土愛も伝えることができました。
　今後も増田中の伝統を守り、よりよい学校
を創るために新しい風を吹き込み、挑戦する
気持ちをもって学校生活を送っていきたいと
思っています。

増田中学校生徒会執行部

増田中学校生徒会執行部の皆さん

我伝～広がる 繋がる 僕らの思い


